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1. 反復し て行なわれる洗たくや， やリ方 の悪い洗 た

くなどにおい ては絹 特有の光沢を消失し， また汚 れた感

じ を 与 え る（ 特に濃色に染色された絹布を洗 たくし た

際）現 象が認められる。 これは織物の表面に発現 する細

繊 維のもっ れた糸屑 によるものであ り, 洗 たく時 におけ

る物理的 作用などによっても容 易に発生 するので洗 たく

の処理 条件とラウジ ネス欠 点の発現 関係 を明 らかにし，

絹の洗 たく方法 の改 善を計ることを目的 とし てい る。

2. 洗たく処理回数（l ～30回）， 洗たく 方 式（ もみ

洗い， はけ洗い，つ かみ洗い, 電気洗 たく機 洗い）,洗 剤

の種類（6 種） などが， それぞれ異る試 布（16 匁付 羽二

重） を作製し て光学顕微鏡ならび に電 子顕微鏡下 で観 察

し 検討し た。

3.     1～５回程度 の反復し て行 なう洗 たく処理 では，

その方式 によらずラウジネス欠点 の発現 が比較的 少ない

が10回以上反復 するとほとんど織物 の全面 に発現 する。

また， 一般に洗たく時に発現するラウジネス欠 点はクテ

糸上に多 く， ヨコ糸状に少ない ことが認められた。洗 た

く方式 との関係につい てみると，もみ洗い,電気洗 たく機

洗い の場合に発現し 易く，つ かみ洗い， はけ洗い の場合

で は， 前者に比し比較的 発現 が少 ない傾向 があ る。 また

もみ洗い におい ては織物組織のみだれが多い。洗 たくに

用い た６種の洗 剤間にはラウジネスの発現 にあ まり明確

な差異は認められなかった。


